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　社会福祉協議会は、市の委託により、家族介護支援事業 ( 介護教室、交流事業 ) を行っ
ています。
　介護教室は、介護技術や健康づくりなどの知識を学び、介護者の負担を軽減し、自宅
での生活が継続できるよう取り組んでいます。また、介護者に限らず、どなたでも参加
できる勉強会も実施して介護される人、介護する人がともに安心して生活できる地域とな
るよう取り組んでいます。
　交流事業では、心身のリフレッシュと介護者同士で悩みやアイデア、体験の共有がで
きるように交流会を企画しています。

在宅介護を支える ～ 家族介護支援事業 ～



家族介護教室
　介護技術を専門職から学び、参
加者同士で介護する側、される側
それぞれ体験しています。
　介護ベッド、車いすなどの福祉
用具の機能や取り扱いなど実際に
手に触れて学んでいます。
　また、自宅で介護食をつくれる
ように栄養士の指導により調理実
習も行っています。

　今年度の交流事業は、メンタルヘルス ( 強化 ) をテーマにアートセラピストの
吉永 富貴子 さんに“元気な気持ちを持続させる良い話”をしていただきました。

①自分を責めるな ( 相手や他人を責めることにつながる )

②心配をするな ( 心配ごとが現実となる )

③あきらめるな ( 夢をもって欲しい )

家族介護支援事業に

関する問い合わせは、

各地域センターまで

お願いします。

社会福祉法人 庄原市社会福祉協議会
庄原地域センター　☎ ０８２４ｰ７２ｰ５１５１
西城地域センター　☎ ０８２４ｰ８２ｰ２９５３
東城地域センター　☎ ０８４７７ｰ２ｰ０４８８
口和地域センター　☎ ０８２４ｰ８９ｰ２３２０
高野地域センター   ☎ ０８２４ｰ８６ｰ３０４４
比和地域センター　☎ ０８２４ｰ８５ｰ２３００
総領地域センター　☎ ０８２４ｰ８８ｰ２７９６

おしめ交換の実践体験

介護のコツは 無理なく・ 無駄なく・ 負担なく

在宅高齢者家族介護者交流事業

　クレヨンを使って、今の心境 ( 気分 ) を色で表して、自分自身に問いかけて
元気を持続する方法を学びました。
　昼食は、限られた時間でしたが、紅葉が真っ盛りの会場で介護者同士の交流
をしました。
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　11/25（土）、庄原市との共催、庄原市公衆衛生推進協議会の後援により、今
年度から庄原市で始めたフードバンクについて理解を深めるため、「食」でつな
がる講演会を開催しました。

人と人との絆を強める 「フードバンク」

　食品企業でできた規格外食品や流通過程で包装が破れてしまった食品など、まだ食
べられるにもかかわらず捨てられてしまう食料品（食品ロス）を、福祉施設や困窮者
など必要な方に届ける活動です。
　庄原市では、「あいあいねっと」と連携し、一時的あるいは日常的に食べ物に困る
生活困窮者（世帯）に対して、食料品を提供しています。

　講演会当日、市民の皆様からご家庭で余っている食料品を
ご持参（72 点・17,5㎏）いただきました。今後の支援に活
用させていただきます。
　また、庄原市内外から提供いただきましたお米と野菜で調
理した昼食を販売させていただきました。
　経費を除いた売上げを“イベント募金”として、広島県共
同募金会へ寄付させていただきます。
　皆さまのご協力ありがとうございました。

たくさんの食料品をありがとうございました！！

フードバンクってなあに？

　広島市安佐北区にある「ＮＰＯ法人あいあいねっと」
理事長で、美作大学 生活科学部 食物学科 教授の原田 
佳
よ し

子
こ

さんを講師に迎え、日本や世界の食料廃棄物の現
状、食品ロス削減のためにできること、フードバンク
活動やあいあいねっとの取組み、活動するなかで見え
てきた課題や食べ物の力、フードバンクのもつ地域を
元気にする可能性など、管理栄養士の立場からお話し
ていただきました。

個人・企業

NPO法人
あいあいねっと

お米

相談

インスタント
ラーメン

庄原市社会福祉協議会
総合センター・地域センター

のり

経済的な困窮により
食料を必要としている方食料提供

協力依頼

食料支援

食べるものがない…
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悩む・考えるから一歩・その先へ
　人口減少と少子高齢化の進行は、地域において、担い手不足や空き家の増加、生活
に必要な社会資源の消失など、暮らしや地域のあり方に影響を及ぼしています。
　このため、地域づくりに取り組む関係者が集い、これからの 10 年を展望しながら
地域で安心して暮らせる地域をつくることを目的に、地域課題解決に先進的に取り組
む実践者からの具体的な活動内容について学びました。

　巡回バス廃止に伴い、公共交通の空白地帯となり買物・通院等に支障
が出てきた。
　そこで、地域の公共的交通確保施策として県のモデル事業として取り
組んだ。車両は、自治体から貸与、活動費・燃料費のみ利用者負担とし
て自治会事業主体となり、バスの運行と除雪対策も取り組んでいる。

　地域振興計画の“助っ人プロジェクト”を基本として小さな支え
合いの仕組みを進めるため、平成 26 年１月から地域マネージャー
２名を中心として取り組んだ。ニーズ把握や規程など準備、全体会
議等に諮り、地区懇談会においても説明し地域周知に努めた。
　お助けネットによって、困りごとを有償で解決できる仕組みがで
き地域のお互いさまの意識が高まった。

地域の暮らしを守る
【テーマ】　“田舎暮らしを支える地域づくり
　　　　　　～地域資源を活かす小さな拠点づくり”

地域運営による生活交通

波多マーケット ～地域運営による買物支援～

お助けネット峰田

第１回
11月25日

一般社団法人
持続可能な地域社会総合研究所

所長  藤
ふ じ

山
や ま

  浩
こ う

 さん

報
告
者

報
告
者

報
告
者

講
　
師

島根県雲南市掛合町
波多コミュニティ協議会

会長  山
や ま

中
な か

  満
ま

寿
す

夫
お

 さん

島根県飯南町谷自治振興会

会長  栃
と ち

木
ぎ

  博
ひろ　ふみ

文 さん

庄原市峰田自治振興区

事務局長  藤
ふ じ

永
な が

  春
は る

信
の ぶ

 さん

　小さな拠点とは、単に居住集中・集落移転の意味ではない。
　暮らしや集落を支える拠点や組織、交通など長続きする形
で守り育てる、地域ぐるみの仕組みづくりを実践することが
必要である。
　また、商業・交通・生活支援などの各分野、集落を横断し
てつなぐ仕組みが必要。地域ぐるみで資源の“合わせ技”に
より新たな持続性が生まれる。

　平成 26 年、商店がなくなり買物に困る高齢者があり、楽しみ
と集まりの場が必要となった。そこで、波多コミュニティ協議
会として、マーケットの開設に向けて、補助金・借入・地元か
らの寄付で資金を準備し、廃校を利用してマーケットをオープ
ンし買物や移送の支援を行っている。
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報
告
者

報
告
者

講
　
師

　里づくりの会のひと部会で定住活動に取り組んでいる。平成 26
年度から 28 年度末までの間、26 組 46 名のＵ・Ｉターンを実現、
特に空き家バンクに取り組み移住希望者を丁寧にサポートしてい
る。また、田舎暮らし体験住宅を整備し、交流人口の拡大を目的に
薪割り交流会などのイベントを実施し、里づくり会みんなで定住活
動に取り組んでいることが社会増につながっている。

　自治会の振興計画 ｢出羽ゆめづくりプランの構想｣ に基づき、経
済活動や財産の取得などが出来る LLC( 合同会社 ) を設立した。
　若手スタッフを中心としてリタイヤ農家の受皿、耕作放棄地の利
活用、新規就農者の育成など農業振興による仕事づくり、空き家整
備による移住促進、移住者の起業支援などをきめ細かにサポートし、
移住者の定住環境の整備に取り組んでいる。

　地域を知り、地域に学ぶことで、田森地域に住むことを誇りに思
い、自信を持つことから始めた。ここに住む人が、誇りに思わない
と移住してくる人もいない。
　「神々の棲む里　田森」をキャッチフレーズに定住活動に取り組
んだ。移住者が増えている。具体的には、定住推進員の設置、郷土
出身者への情報発信、ホームページの開設、空き家の紹介、地域と
のつながりの仲介、定住フェアなどにも参加してＰＲしている。

午前の部
　　　　市民活動報告会
　　　　～まちづくり団体からの活動報告～
午後の部
テーマ：つながることで 人も地域も元気
演　題：世帯と家族は違う
　　　　～子どもたちは近場に住んでいる～
　　　　( Ｔ型点検の実践から見えたこと )
講　師：一般社団法人 トクノスクール・農村研究所
　　　　代表理事　徳野　貞雄さん

テーマ：安心して暮らせる地域づくり
演　題：これからの社会をつくる
　　　　支え合いのコミュニティと地域活動
　　　　～地域の暮らしに大切なこと～
講　師：公益財団法人 さわやか福祉財団
　　　  会長　堀田　力さん
先進地からの報告
　① “協同労働による地域活性化”（広島市安佐南区）
　② “笑んがわ市”（島根県雲南市）
　③ “ほほえみの里 Toi Toi”（山口県山口市）

地域の人口を考える

人口増・定住の取り組み

定住に向けた地域の環境づくり

【テーマ】“田舎の暮らし・地域の人口を増やす”
　　　  ～田園回帰１％戦略・持続可能な地域をつくる～

自治振興区による人口増の取り組み

今後のお知らせ

報
告
者

第２回
12月２日

一般社団法人
持続可能な地域社会総合研究所

所長  藤
ふ じ

山
や ま

  浩
こ う

 さん

　　２月17 日㈯ 13：00 ～ 16：20
　　庄原市ふれあいセンター

　　　１月 27 日㈯９：30 ～ 15：00
　　庄原市東城文化ホール

島根県益田市二条里づくりの会

会長 品
し な

川
が わ

　勝
か つ

典
の り

さん

島根県邑南町
出羽地区 LLC（合同会社）出羽

代表 沖
お き

野
の

　弘
ひ ろ

輝
き

さん

庄原市東城町田森自治振興区

会長 横
よ こ

山
や ま

　邦
く に

和
か ず

さん

第3回 第4回

　年々、人口の１％の移住が実現すれば人口減少は止まる。過疎地域の 30 代女
性の動向は、離島や山間部の小規模市町村が健闘している。実質社会増について
も同様。特に島根県が健闘している。庄原市では、60 代が元気なこの 10 年の
間に次世代の定住と安心な地域づくりが必要不可欠。広い面積を有し食料・エネ
ルギー・水資源等を考えると自給率が高く定住には有望。こうした資源を活用し
て、地域内で経済を還流する仕組みをつくり、所得の域外流出１％を取り戻し、
目標を持って人口１％増に取り組めば安定した庄原市となる。決して悲観するこ
とはない。田舎の良さを伸ばす地域づくりに取り組もう。
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元気で集まろう

　庄原自治振興区では、地域での支え合いを共に考え行動する場として、地区内の民生委
員児童委員協議会、ひとり暮らし高齢者等巡回相談員連絡協議会、自治振興区、地区社会
福祉協議会、庄原市役所高齢者福祉課、庄原市社会福祉協議会の６団体で「福祉団体連携
会議」を組織しています。
　現在、自治振興区では全世帯を対象とした「いのちのバトン」（筒の中に緊急連絡先等
の情報を入れたもの）や、緊急時の見守りマニュアルを作成し、地区内の事業所と連携を
図るなど、様々な「さりげない見守り活動」に取り組んでいます。
　また、顔を合わせる機会をつくることで、話せる関係、気にかけ合う関係ができ、いざ
という時の住民による支え合い活動がスムーズに行えるようになることから、地域内の「集
まり場」の大切さに注目しています。
　その為、自治会長等の協力を得て、各自治会ごとの「集
まり場」の実態を把握するため調査を計画しています。
　今後も“つながり・支え合い・安心”を土台として、
住み慣れたわが家で安心して暮らせる地域づくりを、地
域の皆さんや、関係機関、団体と連携を深め進めていき
ます。

リレー
リポート

　高野地域センター 元気報告

庄原
自治振興区
( 庄原地域 )～福祉団体連携会議からの発信～

ここで暮らしたい！

　介護予防事業・元気づくりセミナーを月２回、保健福祉センターで開催しています。
現在 20 名の方が集まり、賑やかに運動や調理実習、認知症予防などを行っています。
今月は“絵手紙”に挑戦しました。
　「見たことはあるけど･･･」と絵手紙は初めての方が多く、始めは作業もゆっくりでし
たが、徐々に筆も進み賑やかな笑い声の中で仕上がっていきました。
　「楽しかった！」「子どもに送ろう」「地域のサロンでもやってみるよ」と、元気づくり
セミナーがきっかけとなり、地域や家族へつながっています。
　月 2 回の集まる場は、「また元気で会おうよ！」を合い言葉に、楽しみながら元気づ
くりに取り組んでいます。これからもいろんな所で“元気で集まろう”

元気づくりセミナー
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　つくしの会　（庄原・高町）

　サロン 中迫 75ミニサロン（西城町中迫）

～いろんな地域のサロン活動をご紹介します～

わたしの地
ま

域
ち

の小地域サロン

●活動を始めたきっかけ
　地元の女性会活動やカラオケ教室など、
以前は顔を合わせる場がありましたが、
しだいに顔を合わす機会も少なくなって
きました。
　そんな時、「また、みんなで集まって、
お話する場をつくりたいね」と声が出た
のがきっかけです。
　寂しさを感じていた人も少なくなかったのだと思います。
　ちょうどその頃、春の香り溢れる穏やかな季節で、土筆が集会所を囲んでいたので「つ
くしの会」としました。

●サロンのイチオシ
　お手製の「蒸しパン」や「おはぎ」がテーブルに並び、みんなができる事を分担しな
がら、和気藹々とした雰囲気の中、サロンは始まります。自分の話や、畑の話など内容
は幅広く、ゲームやクイズなどのレクリエーションも自分達で考えて行っています。何
事も「一緒に」という心地よさからか、参加者も徐々に増えています。
　これからも、地域の憩いの場として大切にしていきたいと思います。

●活動を始めたきっかけ
　ある日、近所の茶話会で「この地域も若い人
が少なくなって淋しくなったね。行事や集まる
ことも減ってきたし、年を取るばかりだね。」と
いう話になりました。
　そんな時に「じゃ！私たち自身元気で楽しく
やっていくしかないネ」との思いから、とにかく
気軽に集まって顔が見れる場所づくりからやっ
てみようと、地域の理解も得て平成 29 年 2 月か
らサロンを始めました。

●サロンのイチオシ
　毎週第４水曜日の午後 (２時間程度 ) が活動日です。茶話会に始まり茶話会に終わりま
すが、簡単な体操をして季節の美味しい物を持参し、作り方の講習会をしています。
　レクレーション等で思わぬ興奮に包まれて楽しんだり、最近ではサロン体操も作ったり
しています。
　できることは自主的に動いてお互い気にかけながら、何でも話せる楽しい場にしていき
たいと思っています。
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広島弁護士会所属（弁護士登録番号47310）

三浦益隆法律事務所

https://www.miuramitsutaka-law-office.com/

弁護士　三 浦  益 隆

〒727‐0012
広島県庄原市中本町一丁目3－1 渡辺ビル2階
庄原警察署隣　レッツ様2階 ☎０８２４ｰ７４ｰ６３１０

■ 離婚・相続などのご家庭の問題
■ 交通事故・近隣トラブルなどの事故対応

■ 債権回収・契約書チェックなどの企業様の法務
■ その他法律業務全般・訴訟代理

業務内容

　相談は無料で、24 時間 365 日職員が
対応しています。なお、夜間から早朝（緊
急時等）は、下記の専用電話にご連絡い
ただくと担当者に取り次ぎます。

　　　  ☎０８０ｰ５２３９ｰ４０８５

●法律相談（弁護士相談）
※予約制でお一人の相談時間は 30 分以内です。
日時：１月５日（金）12：45 ～ 15：45　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5－26）
相談内容：賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、

離婚、借金問題、消費者トラブルなど
●司法書士相談
※予約制でお一人の相談時間は 45 分以内です。
日時：１月 17 日（水）13：00 ～ 16：00　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5－26）
相談内容：不動産の名義変更、相続登記・遺言、

借金の整理、成年後見、会社の登記、
簡易裁判所訴訟代理など

その他の相談にも応じています。お近くの社協に
お問い合せください。

緊急時等
専用電話

地域福祉課 ☎ （0８24）７2－７120

よ ろ ず 相 談 の ご 案 内

  庄原地域

（有）永宗組様
年輪の会様
セブンイレブン庄原インター店様
四水　薫様（2 口）

  東城地域

（株）ニュー東城様
吉兆プラスハート様
明光自動車工業（株）様
良ちゃん寿し様

  口和地域

モーモー物産館様

  総領地域

隅井　幹男様

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございます。

外出支援事業 おでかけ応援隊協力寄付
11月1日から11月30日までの間に、

ご協力いただいた皆さまです。

　お中元・お歳暮などでいただいた贈
答品で、ご家庭で食べきれない食料品
がありましたら、ご提供ください。
　お近くの地域センターで受付してい
ます。
　食事の確保でお困りの方の支援に
活用させていただきます。

食料品の提供をお願いします
フードバンクへ

賞味期限が明記されており、２ヶ月以上あるもの　
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香
典
返
し
に
か
え
て

�

（
故
人
名
・
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄
　
原
】

父
　
　
植
野
　
正
明
様
　
　
東
本
町
　
植
野
　
憲
昭
様

母
　
　
加
藤
ト
ヨ
コ
様
　
　
西
本
町
　
加
藤
　
　
進
様

父
　
　
森
友
　
正
春
様
　
　
宮
内
町
　
森
友
　
久
貴
様

弟
　
　
八
谷
　
恒
男
様
　
　
永
末
町
　
八
谷
　
繁
明
様

叔
母
　
山
本
　
辰
子
様
　
　
高
　
町
　
荒
木
　
隆
幸
様

母
　
　
國
本
　
笹
代
様
　
　
春
田
町
　
國
本
　
　
守
様

母
　
　
金
沖
　

女
様
　
　
実
留
町
　
金
沖
　
三
男
様

母
　
　
岡
本
ミ
エ
コ
様
　
　
実
留
町
　
岡
本
　
正
弘
様

母
　
　
三
村
　
桂
子
様
　
　
板
橋
町
　
祢
宜
ひ
と
み
様

妻
　
　
上
田
　
良
子
様
　
　
是
松
町
　
上
田
　
哲
也
様

夫
　
　
吉
永
　
輝
雄
様
　
　
上
原
町
　
吉
永
　
朝
枝
様

母
　
　
畠
田
　
光
子
様
　
　
木
戸
町
　
畠
田
　
久
男
様

父
　
　
荒
田
　
憲
治
様
　
　
川
北
町
　
高
市
　
　
愛
様

父
　
　
足
立
　
隆
穂
様
　
　
濁
川
町
　
足
立
　
　
稔
様

父
　
　
渡
邊
　
正
勝
様
　
　
門
田
町
　
渡
邊
　
正
邦
様

【
西
　
城
】

母
　
　
上
田
　
道
子
様
　
　
大
　
佐
　
上
田
　
耕
二
様

父
　
　
野
田
　
尚
治
様
　
　
中
　
野
　
野
田
　
浩
典
様

【
東
　
城
】

夫
　
　
妹
尾
　
　
武
様
　
　
川
　
西
　
妹
尾
ス
ギ
エ
様

夫
　
　
伊
藤
　
良
明
様
　
　
川
　
西
　
伊
藤
テ
ル
ヱ
様

母
　
　
大
田
ミ
ヱ
ヨ
様
　
　
久
　
代
　
大
田
　
静
香
様

【
口
　
和
】

母
　
　
堀
江
ミ
ヱ
コ
様
　
　
向
　
泉
　
堀
江
　
哲
也
様

母
　
　
池
上
ツ
チ
ヱ
様
　
　
向
　
泉
　
池
上
　
勘
治
様

母
　
　
藤
原
冨
士
枝
様
　
　
向
　
泉
　
藤
原
　
清
宗
様

【
高
　
野
】

妻
　
　
上
原
　
高
恵
様
　
　
奥
門
田
　
上
原
　
元
昭
様

母
　
　
戸
成
　
絹
枝
様
　
　
新
　
市
　
戸
成
　
博
昭
様

【
比
　
和
】

父
　
　
森
繁
　
繁
雄
様
　
　
三
河
内
　
森
繁
　
光
晴
様

父
　
　
長
井
　
睦
男
様
　
　
森
　
脇
　
長
井
　
拓
也
様

【
総
　
領
】

母
　
　
藤
野
イ
ヅ
ミ
様
　
　
稲
　
草
　
山
口
　
嘉
子
様

玉
串
料
返
し
に
か
え
て

�

（
故
人
名
・
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
口
　
和
】　

父
　
　
麻
尾
　
芳
文
様
　
　
向
　
泉
　
麻
尾
　
浩
祥
様

見
舞
い
返
し
に
か
え
て

�

（
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄
　
原
】　

川
手
町�

中
上
　
雅
士
様

宮
内
町�

森
友
　
正
春
様

永
末
町�

三
河
内
奈
尾
子
様

高
　
町�

豊
田
　
和
美
様

川
西
町�

児
桜
　
　
栄
様

上
原
町�

八
野
　
文
子
様

水
越
町�

柿
内
　
英
樹
様

濁
川
町�

宝
正
　
栄
次
様

【
西
　
城
】

大
　
佐�
平
田
　
実
希
様

中
　
迫�
大
田
　
松
男
様

【
東
　
城
】

小
奴
可�

仲
田
　
順
一
様

【
口
　
和
】

湯
　
木�

森
貞
　
勝
利
様

湯
　
木�

清
水
　
溥
章
様

湯
　
木�

隅
　
千
代
子
様

永
　
田�

大
田
　
芳
子
様

宮
　
内�

宇
山
　
貴
子
様

宮
　
内�

荒
木
　
　
進
様

向
　
泉�

田
邉
　
宣
彦
様

【
比
　
和
】

三
河
内�

高
橋
ヨ
シ
ミ
様

一
　
般
　
寄
　
付

�

（
寄
付
者
住
所
・
氏
名
）

【
庄
　
原
】

三
日
市
町�

東
　
宇
茂
様

川
西
町�

我
流
庵
様

【
東
　
城
】

川
　
東�

近
藤
　
俊
治
様

【
口
　
和
】

大
　
月�

原
　
四
朗
様

�

く
ち
わ
陶
芸
ク
ラ
ブ
様

【
高
　
野
】

下
門
田�

横
谷
　
栄
治
様

【
比
　
和
】

�

匿
名
様

皆さまからの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費は、市内の地域福祉事業に、貴重な財源として活用し
ています。今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。（※介護保険事業等の収益性のある事業には一切充当しておりません）

次の方々より社会福祉事業に善意をお寄せいただきました。
ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、心よりお礼申しあげます。
本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税の寄付金控除が受けられます。
ご不明な点は、お近くの各地域センターまでお問い合せください。
なお、今回は11月１日から11月30日までの受付の方を掲載いたしました。（順不同）
　　※寄付者ご本人の承諾のもと氏名等を掲載しております。

ありがとう
ございます

寄付者紹介
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シンセイアート株式会社
平成29年12月20日

●レポーター名　東城町にお住まいの　池田 範行さん

業務のご案内業務のご案内
●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに記載しています。
庄原　司法書士 検索

広島北部司法事務所
新住所 〒727-0012 広島県庄原市中本町一丁目8番16号  TEL0824-72-2315（要予約）

平成２９年４月１日より庄原市役所前に事務所移転しました。

　私は東城町加谷で生まれ、大阪の堺市で暮らしてきました。２年ほど前からは、米作り
のために、加谷と堺市の二重生活を続けています。
　そんな中で、社協の方から運転ボランティアの話があり、日頃から福祉事業に関心があ
った私は、今の自分に何ができるのか、つかめないままにボランティアを引き受けること
にしました。
　今では日々、この活動を通じて地域の方々とお話をする喜びを感じています。
　また、この町で地域のみんなが集い、協力し合えるためには、何かないのかと考えその
きっかけづくりのために『東城吹き矢の会』を立ち上げました。毎月第3火曜日の13時から
東城ふれあいセンターでスポーツ吹き矢を楽しんでいます。このスポーツ吹き矢を通し
て、ふる里が元気になれるようなお手伝いをしていきたいと思います。
　地域のみなさんに『この町に住んでいて良かった』と誇ってもらえるよう、これからも
ボランティア活動をがんばっていきたいです。さぁ、始めましょう！（レッツ・ビギン！）

広島県庄原市是松町5020番40　TEL0824-72-0561
0120ｰ184ｰ268

住まいの事なら何でもご相談下さい。

住まいの修理、新たなご提案、施工、
アフターケアまで地元ならではのフット
ワークで、皆さまの大切なお住まいを
より快適にするお手伝いをしています。

イーわよ プロパン

  ボランティア活動
　　ふる里の発展の力に！！


